
令和８年度　横浜市中図書館の目標一覧

具体的取組内容（想定業務量）

・人口の多いアジア系外国人に需要のある資料の収集
（30冊）
・外国語の児童書で知識の本や日本紹介の資料を収集
（15冊）

・花や緑、農の収穫と食の豊かさに関連した資料の収
集（30冊）

・コンピュータ関連や自然科学分野を更新（60冊）

・中区に関わる資料の収集（30冊）

・健康、高齢者、コンピュータに関わる資料の収集
（30冊）

・見せ方を工夫した展示の実施（26回）

・小学生向けの工作会の実施（７・８月の計２回）

・園芸関連の展示の実施（通年）、横浜の農業に関す
るパネル展示の実施（３月）

・地域伝統のお祭りについて講座を実施（７月）

・中区関連の展示の実施（通年）

・親子向けのイベント実施時の絵本セットのＰＲ（1
４回）

・子ども向け本の紹介事業「図書館でなによむ？」や
図書館パスポートを活用した窓口での会話（通年）

・乳幼児向け（年23回）、３歳から小学生向け（年35
回）、５歳から小学生向け（年６回）のおはなし会を
実施。

・０から２歳向けの絵本を中心に、資料を収集（40
冊）

・６歳以下を対象とした図書館カード作成イベントを
実施（年２回）

・本牧地区センター主催のイベントに、本を紹介する
講師として参加（年２回）

・パネル展示の実施（年７回）

・ボランティアと連携したおはなし会の実施（年42
回）

・中区地域子育て支援拠点のんびりんこ発行「のんび
りんこ通信」へ絵本の紹介文を掲載（年３回）
・本牧地区センターにて実施の子育て支援者事業
「ぷっくりんこ」でおはなし会を実施（毎月１回）

・学校司書研修の実施（６月）
・小学校図書ボランティア向け研修の実施（６月）

・中区ネットワーク研修に講師として参加（11月）

・おはなし会で使用した児童書やわらべうたを自館
ウェブページにて公開（通年）
・おはなし会の演目付きチラシと使用した図書を展示
（通年）

・大人のためのおはなし会（ストーリーテリングの
み）を実施（年１回）

4

ボランティア、市民利用施設、区役所等との協働

・地域団体・施設等、新たな連携先を開拓し、企画事業等を実施します。

・横浜市役所内の他部署と連携したパネル展示と本の紹介を行います。

・読み聞かせボランティアと連携したおはなし会を実施します。

・子育て支援事業に関わる部署や事業者と協働します。

5

学校司書、保育士、ボランティアの支援

・学校図書館の機能強化を図るため、学校司書やボランティア向けの研修を実施します。

・保育士向け研修にて講師を務めます。

・読み聞かせプログラム作成の参考として、おはなし会の演目を公開します。

・ストーリーテリングのおはなし会を実施し、ストーリーテリングに触れる機会を作ります。

2

読書活動の推進

・資料展示等の方法を改善し、図書館の蔵書をより効果的に魅せる展示を実施します。

・参加者の読書への興味や関心を引き出す体験型の事業を実施します。

・横浜グリーンエクスポ開催にむけた機運醸成のため、関連事業を実施します。

・地域の歴史に関連した講演会を実施します。

・令和９年の中区制100周年に向けた機運を高めるため、関連事業を実施します。

3

子育て支援に向けた取組推進

・乳幼児向け絵本セットの貸出促進を図ります。

・子どもや保護者が司書に相談しやすい環境を整えます。

・定期的におはなし会を実施します。

・子育て支援として設置しているベビーコーナーの資料を充実させます。

・子どもが図書館に来るきっかけとして、登録促進（図書館カード作成）イベントを開催します。

目標

1

蔵書の充実

・区内の人口構成などを考慮しつつ、外国語資料を収集します。

・横浜グリーンエクスポに関連した資料を収集します。

・専門書の更新を行います。

・令和９年の中区制100周年に向けた機運を高めるため、郷土に関わる資料を収集します。

・読書活動推進事業のテーマに関連した本を収集し、事業効果を高めます。



具体的取組内容（想定業務量）目標

・大活字図書やLLブック等の収集（60冊）

・大活字図書、LLブック、点字資料を活用した展示の
実施（年１回）

・カウンターや展示で現物を利用しつつ案内（年２
回）

・イベント情報の広報ページの作成、更新（通年）
・実施報告ページの公開（年２回）

・中図書館Xアカウントからの投稿（年150回）

・リポストを活用した投稿拡散（通年）

・チラシまとめ発送を活用した周知（年２回）

・それぞれの媒体に情報提供（随時）

・窓口用タブレットの導入・運用（11月）

・電子申請可能なイベントの開催（年６回）

・本牧地区センターと連携しつつ、パソコンの使い方
の説明会を実施（年１回）

・利用案内冊子やポスターを活用し、サービスの周知
を実施（通年）
・テーマ展示等で電子書籍特集ページをPR（随時）

・読み込むだけで中図書館の蔵書が検索できる２次元
コードを、需要の多い資料を中心に作成（通年）

・地区センター等との定期的な情報交換の実施（12
回）

・関連研修の受講（２回）
・職場内での情報共有（２回）

・人材育成チーフを中心としたOJTの実施（通年）

・関連研修の受講（３回）
・職場内での情報共有（３回）

・健康に関連したパネル展示の開催（年４回）

・スタンプラリー事業への協力（年２回）

・中区役所と連携し乳幼児向け歯磨き教室とおはなし
会を実施（年２回）

・利用者向けアンケートの実施（３月）

10

健康づくりへの協力

・健康づくりに関連した情報を、展示を通して発信します。

・スタンプラリーのチェックポイントとして参加し、併せて本の展示も実施します。

・他課と連携し、子ども向けの健康講座を実施します。

11
読書環境の充実

・中図書館リノベーションの検討を開始します。

8

デジタル技術の積極導入

・窓口での利用者登録手続きのオンライン化、ペーパーレス化を推進します。

・電子申請を活用し、図書館開館時間外にもイベントの申込をできるようにします。

・デジタルサービスが苦手な方向けに、使い方の案内をします。

・電子書籍、雑誌サービスの利用促進に取り組みます。

・２次元コードを活用し、資料検索のサポートをします。

9

司書の人材育成

・司書が企画・調整役として活躍できるよう、地域と連携・協働する力を育成します。

・蔵書の魅力を伝えるための展示等での企画力・演出力の向上を図ります。

・OJTを活用し、職場全体に技術や経験を共有していきます。

・蔵書構築やレファレンスに関連した研修に参加し、職場に成果を共有します。

6

読書バリアフリーの実現

・大活字図書コーナーおよびりんごの棚の充実を図ります。

・読書バリアフリーに関連する資料で展示を行い、資料の周知を図ります。

・読書補助器具の利用案内や周知を行います。

7

情報の発信

・ウェブページにて、読書活動推進事業の情報を発信します。

・中図書館Xアカウントにて、休館日、おはなし会、イベント等の情報を発信します。

・横浜市役所内のXアカウントと連携し、より多くの人に情報を発信します。

・なか区民活動センター「チラシまとめ発送」をイベントの周知に活用します。

・広報よこはま中区版、タウンニュース、中区のコミュニティ放送局「マリンFM」により定期的なイベント等の
情報を発信します。


